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運用 • 保守編 


装置の運用および保守について説明します。 


「日常の保守」（278ページ） 

日常使ラ上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
法について説明します。 

「システム診断」 （281 ページ） 

診断ユーティリティの使い方について説明します。 

「障害時の対処」 （284 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照してください。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

「保守ツール」 （323 ページ） 

保守ユーティリティの使い方について説明します。 

「移動と保管」 （328 ページ） 

本体を移動 • 保管する際の手順や注意事項について説明します。 

「ユーザーサボー ト」 （330 ページ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 
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日常の保守 

装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行って 
ください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼 
してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPR 〇で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPR0/Se「ve「Manage「C75— 卜が通報されていないか、常に注意するよう 
心がけてください。 ESMPRO/ServerManagerO 「統合ビューア」、「データビューア」、「ア 
ラートビューア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPRO でチェックする画面 



データビューア 



アラートビューア 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットタ'ウンをして本体の電源を OFR こする前に、本体 
前面にあるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については「ハード 
ウェア編」の131ページをご覧ください。万一、本体の異常を示す表示が碓認された場合は、 
保守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 
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定期的に本体のハードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧め 
します。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお買い求 
めの販売店にお問い合わせください。 

ハードウェアの構成を変更したり、 bios の設定を変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの r システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のノ \'ックアップをとってくだ 
さい（100ページを参照）。 


クリーニング 


装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔らかい乾いた布で汚れを拭き取ってください。汚れが落ちにくいとき 
は、次のよラな方法できれいになります。 



m 


• シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でぬらさないでください。 


1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をぬるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

5. 汚れた部分を手順4の布で少し強めにこすって汚れを取る。 

6. 真水でぬらしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 
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キーポード/マウスのクリーニング 

キーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF (POWER ランプ消灯）に 
なっていることを確認した後、キーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 

マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけれ 
ばなりません。マウスボールの汚れを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、定期的に次 
の手順でクリーニングしてください。 


1. 本体の電源が OFF (POWER ランプ消灯）になっていることを確認する。 


2. マウスを裏返してマウスポールカ 
ノ（一を反時計回りに回して中から 
マウスポールを取り出す。 

3. マウスポールを乾いた柔らかい布 
などでふいて、汚れを取り除く。 

汚れがひどいときはぬるま湯、ま 
たは水で薄めた中性洗剤を少量含 
ませてふいてください。 



4. マウス内部にある3つの小さな 
□ーラを綿棒などでふく。 

汚れがひどいときは アルコールな 
どを少量含ませてふいてくださ 
い。 

5. マウスポールをマウスの中に戻 
す0 



手順3、4でマウスボールや□—ラ 
をぬらした場合は、十分に乾燥さ 
せてからボールを入れてくださ 
い。 


6. マウス ポールカバーを元に戻し 
て、時計回りに回してロックす 
る 0 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行います。 

「EXPRESSBUILDER」 の 「Tool menu」 から 「Test and diagnostics」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本体に取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードデイスクドライブのチェック 


システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすお 
それがあります。 


PA 1 ハ_ K ディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書ぎ込みは行いませ 
ん。 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（キーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス）があります。 
それぞれの起動方法は次のとおりです。 


■"〇 「保守ツール」では、コンソールレスでの通信方法に LAN と COM ポートの2つ 
の方法を記載していますが、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用することができます。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を ON にする。 

4. 「EXPRESS 巳 UILDER」DVD を使ってシステムを起動する0 










282 システム診断 


5. 本体のコンソールを使用して起動する場合は 「Tool menu (Normal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択す 
る 0 


システムによっては、 Language selection メニューが表示される場合がありま 
I チェック] す。 Language selection メニューが表示された場合は 「Japanese」 を選択し 
ます。 

6. TOOL MENU©「Test and diagnostics 」 を選択する 0 

Test and diagnostics の 「End-User Mode」 を選択してシステム診断を開始します。 
約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のよラな表示に変わります。 



試験タイトル 

診断ツールの名称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始 • 終了 • 経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行した各試験の結果を表示します。カーソル行で <Ente「> キーを押すと試 
験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを検出した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、右側の結果に 「Abnormal End」 を表示します。 

エラーを検出した試験にカーソルを移動し <Ente「> キーを押し、試験詳細表示に出 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従いく Esc > キーを押す。 

以下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .lm) 
I — Enduser Menu ― i 


く Test Result 〉 


く Device List> 

<Log Info 
<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result> 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

<Device List> 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

<Log lnfo> 

試験ログを表示します。試験ログをフロッピーディスクへ保存することができます。 
フロッピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済みのフロッピーディスクを 
フロッピーディスクドライブにセットし、 <Save(F)> を選択してください。 

<Option> 

オプション機能が利用できます。 

<Reboot> 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboot 〉 を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESSBUILDER から起動します。 


9. EXPRESS 巳 UILDER を終了し、光ディスクドライブわ、ら DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 

以上でシステム診断は終了です。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPR 〇/36「ソ6_3阳96「を使って障害の発生箇所を確認し、 
障害がハードウエアによるものかソフトウェアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができた6、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行い 
ます。 


障害がハードウエア要因によるものかソフトウェア要因によるものかを判断するには、 
巳31\7|卩1^〇/361^/6「1\/|3门396「が便利です 0 



■ 


ESMPRO/ServerManager 


サーバ/ ワークステーション 
の障害発生箇所、および障 
害内容を確認 
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エラーメッセージ 


本体になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラーメッ 
セージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を〇 N にすると自動的に実行される自己診断機能 「POST」 中に何らかの異常を検 
出すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


wO 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のパター 
Bta ンをメモしておいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なります。 



P 〇 ST のエラーメッセージー覧は本体のみのものです。マザーボードに接続さ 
れているオプションの SCSI コントローラボード、 RAID コントローラに搭載さ 
れている BIOS のエラーメッセージとその対処方法についてはオプションに添 
付の説明書を参照してください。 
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画面に表示されるエラーメッセージ 


ディスプレイ上の エラー メ ッセージ 

意味 

対処方法 

0200 

Failure Fixed Disk. 

ハードディスクドライブエラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0210 

Stuck Key. 

キーボード接続エラー。 

キーボードを接続し直してください。 

0211 

Keyboard error 

キーボードの異常。 

キーボードを接続し直して再起動してく 
ださい。それでも直らない場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

0213 

Keyboard Locked - Un¬ 
lock key switch. 

キーボードがロックされている。 

キースイッチのロックを解除してくださ 
し、ロックを解除しても直らない場合 
は、保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run SET¬ 
UP. 

モニタのタイプが CMOS と一致し 
ない0 

SETUP を起動してください。 SETUP で 
直らない場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0230 

System RAM FaiLed at 
offset. 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset. 

シャドウ RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0232 

Extended RAM FaiLed 
at address Line. 

拡張 RAM エラー。 


0250 

System battery is 
dead - Replace and run 
SETUP. 

システムのバッテリが 4 ない。 

保守サービス会社に連絡してバッテリを 
交換してください。（交換後、 SETUP を 
起動して設定し直してください。） 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default config¬ 
uration used. 

システム CMOS のチェックサムが 
正しくない。 

デフォルト値が設定されました。 

SETUP を起動して、設定し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

0252 

Password checksum bad 
- Passwords cleared. 

パスワードのチェックサムが正しく 
ない。 

パスワードがクリアされました。 

SETUP を起動して設定し直してくださ 
い0 

0260 

System timer error. 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付を設定 
し直してください。設定し直しても同じ 
エラーが続けて起きるときは保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0270 

Real time clock er¬ 
ror . 

リアルタイムクロックエラー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルタイムクロックの時刻設定に 
誤りがある。 

0280 

Previous boot 
incompLete - Default 
configuration used 

前回のシステム起動時 POST が完 
了しませんでした。 

SETUP で設定し直してください。 

0281 

Memory size found by 
POST differd from 

EISA CMOS 

POST が検出したメモリサイズが 
EISA CMOS の内容と一致しません 
でした。 

EISA CMOS の初期化。 

02D0 

System cache error - 
Cache disab Led. 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching 

Limit. 

メモリが CPU のキャッシュの限界 
を超えた。 

保守サービス会社に連絡してください。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

EISA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test FaiLed ■ 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI FaiLed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

FaiL-safe Timer NMI 

FaiLed. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0611 

IDE configuration 
changed 

IDE の設定が変更されました。 

IDE の設定を確認してください。 

0612 

IDE configuration er¬ 
ror - device disabled 

IDE の設定エラーです。 


0615 

Com B conriguration 
changed 

COMB の設定が変更されました。 

COM B の設定を確認してください。 

0616 

Com B config.error - 
device disabled 

COM B の設定エラーです。 


0B22 

Processors are in- 
stalled out of order. 

CPU の故障。 

保守サービス会社に保守を依頼して 

CPU を交換してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B28 

Unsupported CPU de¬ 
tected on CPU Socket 

1. 

CPU #1 ソケットにサボートしてい 
ない CPU が搭載されている。 

保守サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

0B29 

Unsupported CPU de¬ 
tected on CPU Socket 

2. 

CPU #2ソケットにサボートしてい 
ない CPU が搭載されている。 


0B30 

FAN 1 Alarm occurred 

ファンの異常を検出した（数字は 
ファン番号を示す） 

ファンの故障またはファンの目づまりが 
考えられます。保守サービス会社に連絡 
して保守を依頼してください。 

0B31 

FAN 2 Alarm occurred 

0B32 

FAN 3 Alarm occurred 


0B42 

Resource ConfLict 

リソースが競合しています。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B43 

Warning: IRQ not con¬ 
figured 

IRQ が設定されていません。 


0B45 

System Configuration 
Data Write Error 

システム設定値の読み込みができま 
せん。 


0B50 

Processor #1 with er¬ 
ror taken otT Line. 

CPU エラーを検出した。 CPU #n 
が縮退している。 

CPU でエラーを検出したため、強制的 
に起動しています。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B5F 

Forced to use Proces¬ 
sor with error 

CPU エラーを検出した。 

0B60 

DIMM #1 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリ 
#1が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B61 

DIMM #2 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリ 
#2が縮退している。 


0B62 

DIMM #3 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリ 
#3が縮退している。 


0B63 

DIMM #4 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリ 
#4が縮退している。 


0B6F 

DIMM with error is en¬ 
abled. 

メモリエラーを検出した。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度センサの読み出し中にエラーを 
検出した。 


0B71 

System Temperature 
out of the range. 

温度異常を検出した。 

ファンの故障、またはファンの目詰まり 
が考えられます。保守サービス会社に連 
絡して保守を依頼してください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧センサの読み出し中にエラーを 
検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B75 

System voltage out of 
the range. 

システムの電圧に異常を検出した。 


0B80 

BMC Memory Test 

FaiLed. 

BMC デバイス（チップ）のエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B81 

BMC Firmwa re Code 

Area CRC check 
f aiLed. 


0B82 

BMC core Hardware 
f aiLure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
faiLed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失 
敗した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベントログを書き込める 
容量がない。 

SETUP を起動して、 「Server」 メニュー 
の「 Event Log Connguration 」で 、l"Clea「 

All Error Logs」 を選び'、く Enter〉 キーを 
押してログを消去してください。 

0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

BMC チェックを一時中断した。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B8C 

BMC command access 
faiLed. 

BMC コマンドアクセスに失敗し 
た。 

0B8D 

Could not redirect 
the console - BMC 

Busy - 

コンソールリダイレクトができな 
い （BMC ビジー)。 


0B8E 

Could not redirect 
the console - BMC 

Error - 

コンソールリダイレクトができな 
い （BMC エラー)。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B8F 

Could not redirect 
the console - BMC 
Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができな 
い （BMC パラメータエラー)。 
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ディスプレイ上の エラー メ ッセージ 

意味 

対処方法 

0B90 

BMC Platform Infor¬ 
mation Area corrupt¬ 
ed . 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 



0B92 

Internal Use Area of 
BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を〇 FF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B94 

IPMB signal Lines do 
not respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を〇 FF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B95 

BMC FRU device faiL- 

u re. 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を〇 FF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
fa i Lure. 

センサデータレコード情報を格納 
した SROM の故障。 

一度電源を〇 FF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B97 

BMC SEL device faiL- 

ure . 

BMC デバイス（チップ）の故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error . 

BMC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 

RMC のファームウエアをアップロー 
ドしてください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B9B 

Private 12C bus not 
responding. 

プライベート12◦バスより無応 
答。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B9C 

BMC internal excep¬ 
tion. 

BMC のエラー。 

0B9D 

BMC A/D timeout er¬ 
ror . 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository cor¬ 
rupt. 

BMC のエラーまたは SDR の 
データの破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイ 
ベントログのデータの破損。 


OBBO 

SMBI0S - SR0M data 
read error . 

SROM のデータリードエラー。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

0BB1 

SMBI0S - SR0M data 
checksum bad. 

SROM のデータチェックサムエ 
ラー。 


8068 

Unsupported Processor 
Speed detected on CPU 
Slot 1 

未サポートのクロックスピードの 
CPU 搭載を検出した。 

保守サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

8100 

Memory Error detected 
in DIMM group #1. 

メモリエラーを検出した。 

保守サービス会社に連絡して該当する 
グループの DIMM を交換してくださ 

8101 

Memory Error detected 
in DIMM group #2. 


い。 

8102 

Memory Error detected 
in DIMM group #3. 



8103 

Memory Error detected 
in DIMM group #4. 



8150 

NVRAM Cleared By 

Jumpe r 

ジャンパによって CMOS がクリア 
されました。 

SETUP で設定し直してください。 

8151 

Password Cleared By 

Jumpe r 

ジャンパによってパスワードがクリ 
アされました。 

SETUP でパスワードを再設定してくだ 
さい。 

Expansion ROM not 
initialized - PCI 
Mass Storage Con¬ 
troller in slot xx 

オプション ROM の展開領域が不 
足。 

SCSI コント□—ラで、〇 S がインストー 
ルされているハードディスクドライプを 
接続しない場合はそのボードの ROM 展 
開を無効にしてください。 

「システム BIOS のセットアップ 
( SETUP ) 」の 「PCI Configuration サ 
ブメニュー」 (201 ページ）を参照して 
ください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

H / W Configuration 
〇 t BMC is corrupt¬ 
ed . 

! ! Update BMC F/W 
Configuration by 
configuration 
tool ! ! 

!!Refer to BMC 
configuration man¬ 
ual!! 

RAS 機能の設定が行われていませ 
ん〇 

保守サービス会社に連絡してください。 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エラー 
はビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュ テストエラーが 起きたことを示します。 

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM またはマザーボードを交換し 
てください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直してください。それで 
も直らない場合は保守サービス会社に連絡し 
てマザーボードを交換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 

メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM 、 またはマザーボードを交換 
してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交換してください。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交換してください。 



ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断 
され、システムの再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありま 
せん。 
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仮想 LCD 上の エラー メ ッセージ 

EXPRESSSC 〇 PE エンジン2 (BMC) Web ブラウザ画面上で、仮想 LCD のエラーメッセージ 
を確認できます。上段と下段それぞれのエラーメッセージの一覧と障害内容、その対処方法を 
ホしま"5 〇 


ファイル0編集 (£) 表示秘お気に入り⑻ツール①ヘルプ妙 

_1» 

〇 戻る，」 ， a 囡 ， く / 梭索？お、気に入り ぞ| ▼ v s 


アド U7.(D) http：// 192.1 68.2.127/topJa.htm?Auth=D852503D9C1 6113456 D 65838507 B36E5 

二 j a 移勒リンク 》 


^IdvancedRemote Management 


リモート制御 


対象装匿の電源制御を行し、ます。 


罌霆赓 塞霆鑕 I! 


电通 ON 強制幸通 OFF パワーサイクル 


ダンプ UID スイッチ 


電源 ON 

装匿の電源 ON を行います0 

法制竜源 OFF 

装蛋の電源を強制的に OFF します。本棟作によってデータが失われる可能性があります。 

パワーサイクル 

装蛋の電源を強制的に OFF し、その後 ON します。本棟作によってデ'-知咲われる可能性があ y ます。 
システムリセット 

システムのリセット社 H 、ます。本揀作によってデ-夕が失われる可能性があります。 
"^シャットダウン 

0S シャットダウンを試みます。シ- 
宝されてぃる必要があ 1 J ます。 

ノ 0S のダ： 

UID スイッチ 
仮想的々 


■ _す。シャットダウンを行うには、装蛋の電源ボタンを押した際シャットダウンを行うように設 

宝されてい- 一一•一 

ダンプ 

0S のダンプを行 L 法す。本棵作によってデータが失われる可能性があります。 


i 想的な UID スイッチを押して UID ランプの点灯/消灯を行います。 UID ランゴを搭栽する g 蚩でのみ有効です。 



LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 


LCD 下段表示 
BMC メッセージ 


• LCD 上段表示メッセージ 


LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 

障害内容 

対処方法 

XX BIOS Rev XXXX 

POST 実行中の表示です 

POST が完了するまでお待ちください。 

Prepare To Boot 

POST が完了すると表示されます。正常 
に動作しています。 

Boot が完了するまでお待ちください。 

Mem Reconfigured 

メモリが縮退した状態で動作しています。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Mem Err Disable 

メモリ訂正可能エラーが多発しています。 

CPU Reconfigured 

CPU が縮退した状態で動作しています。 

Memory C-Err XX 

メモリの回復可能エラーが発生していま 
す。 

Memory U-Err XX 

メモリの回復不能エラーが発生しました。 

PCI Bus SERR XX 

PCI パスの SERR が発生しました。 

PCI Bus PERR XX 

PCI バスの PERR が発生しました。 

Chipset Err XXXX 

Chipset のエラーが発生しました。 
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• LCD 下段表示メ ッ セージ 


LCD 下段表示 

BMC メッセージ 

障害内容 

対処方法 

ProcVcore Aim XX 

電圧異常を検出。 

XX が09の場合上限異常を示す。 

XX が02の場合下限異常を示す。 

XX が07の場合上限警告を示す。 

XX が00の場合下限警告を示す。 

保守サービス会社に連絡してください。 

BB P Vtt Aim XX 

BB +1.5 V Aim XX 

BB +1.8 v Aim XX 

BB +1.2 vs Aim XX 

BB +3.3 v Aim XX 

BB +5 .Ov Aim XX 

BB +5 vs Aim XX 

BB +12 v Aim XX 

VBAT Aim XX 

BB Temp Aim 00 

装置内の温度警告 （ 低温）を検出した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 
られます。保守サービス会社に連絡して保守 
を依頼してください。 

BB Temp Aim 02 

装置内の温度異常 （ 低温）を検出した。 

BB Temp Aim 07 

装置内の温度警告 （ 高温）を検出した。 

BB Temp Aim 09 

装置内の温度異常 （ 高温）を検出した。 

Amb Temp Aim 00 

装置内の温度警告 （ 低温）を検出した。 

Amb Temp Aim 02 

装置内の温度異常 （ 低温）を検出した。 

Amb Temp Aim 07 

装置内の温度警告 （ 高温）を検出した。 

Amb Temp Aim 09 

装置内の温度異常 （ 高温）を検出した。 

CPU Temp Aim 〇〇 

CPU の内部温度警告 （ 低温）を検出した。 

CPU Temp Aim 〇 2 

CPU の内部温度異常（低温）を検出した。 

CPU Temp Aim 〇 7 

CPU の内部温度警告（高温）を検出した。 

CPU Temp Aim 09 

CPU の内部温度異常（高温）を検出した。 

DUMP Request ! 

ダンプボタンが押された。 

メモリダンプが採取し終わるまでお待ちくだ 
さい0 

OS shutdown Aim 

OS の STOP エラーが発生した。 

画面に表示されたメッセージを記録し、メモ 
リダンプが採取し終わるまでお待ちになった 
後、保守サービス会社に連絡し保守を依頼し 
てください。 

Power On Cnt Aim 

電源異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡し保守を依頼してく 
ださい。 

240 VA Power Down 

Processor T-Trip 

CPU 1 の温度異常により強制電源〇 FF を 
行った。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Processor ERR 

CPU 1 の内部エラー ( IERR ) が発生した。 

SMI timeout 

システム管理割り込み処理中にタイムア 
ウトが発生した。 

WDT timeout 

ウォッチドックタイマタイムアウトが発 
生した。 

System Fan 1 Alarm 

ファンアラームを検出した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 
られます。保守サービス会社に連絡して保守 
を依頼してください。 

System Fan 2 Alarm 

System Fan 3 Alarm 

HDD 〇 Fault 

ハードディスクドライプの異常を検出し 
た。 

1. 異常が発生しているハードディスクドラ 
イブの取り付け状態を確認してください。 

2. RAID システムを構成している場合、 

RAID レベルによっては1台のハードディ 
スクドライプが故障しても運用を続ける 
ことができますが、早急にディスクを交 
換して、再構築（リビルド）を行ってく 
ださい。 

3. 問題が解決しない場合は、保守サービス 
会社へ連絡してください。 

HDD 1 Fault 

HDD 2 Fault 

HDD 3 Fault 
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Windows のエラーメッセージ 

Windows Server 2003の起動後に致命的なエラー （STOP エラーやシステムエラー）が起き 
るとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセージが表示され 
ます。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 
IRQL_N0T_LESS_0R_EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 8010000 _ ntoskrnl.exe 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリにメモリダン 
プのデータを保存します（「メモリダンプ（デバッグ情報）の設定」 (Windows Server 2003 
は92ページを参照））。のちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただ 
くよう依頼される場合があります。 M 〇や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守 
員に渡せるよう準備しておいてください。 


_"〇 STOP エラーやシステムエラーが発生しシステムを再起動したとき、仮想メモ 
Bta リが不足していることを示すメッセージが表示されることがありますが、その 
まま起動してください。 


このファイルをメディアにコピーする前に、イベントビューアを起動して、シ 
Ifl ^ l ステムイベントログで Save Dump のイベントログが記録され、メモリダンプ 
が保存されたことを確認してください。 


このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起き 
た場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 
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全体7件.未読7件 


■爾 厂醉 ■「■ Z 


フ7イル (£) I 


編集 (E) 表示秘たル①ヽルフ灿 


サーバ管理アプリケーションからのエラーメッセージ 

ESMPRO/ServerAgenl^ESMPRO/ServerManager'Universal RAID Utility などの管理ツール 
を本装置や管理 PC へインストールしておくと、何らかの障害が起きたときに管理 PC や本体に 
接続しているディスプレイ装置から障害の内容を知ることができます。 


各種アプリケーションのインストールや運用方法についてはソフトウェア編、またはオンライ 
ンドキュメントを参照してください。 

ESMPR 〇を使ったシステム構築や各種設定の詳細についてはオンラインヘルプや別売の 
「ESMPR 〇システム構築ガイド」で詳しく説明されています。 


一 i 


41 
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思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、処 
理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てから、保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

[?] 電源が ON にならない 

n 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

一 電源コードが本体の電源規格に合ったコンセント（または ups ) に接続され 
ていることを確認してください。 

一 本体に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分が折れていたりしていないことを確認してください。 

— 接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを確認してください。 

— UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が出力されていることを確認してください。詳しくは UPS に添付の 
説明書を参照してください。 

また、 BIOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設定がで 
きます。 

n POWER スイッチを押しましたか？ 

—本体前面にある POWER スイッチを押して電源を ON (POWER ランプ点灯）に 
してください。 

[?] 電源が OFF にならなし、 

n POWER スイッチの抑止機能を有効にしていませんか？ 

- いったんシステムを再起動して、 BIOS セットアップユーティリティを起動し 
てください。 

<確認するメニュー: 「Security」—「Power Switch Inhibit」 > 

[?] POST が終わらない 


n メモリが正しく搭載されていますか？ 

—最低2枚の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

—搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 
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n システムの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

一 起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
ト ローラの 異常を検出し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はもう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッ 
セージなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないよう注 
意してください。 

n 本装置で使用できるメモリ • pci デバイスを搭載していますか？ 

-弊社が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

[?] FAN の回転数が早くなった 

n 装置の周囲温度が高温になっていませんか？ 

一 周囲温度が高温になると、装置内部の)令却のため FAN が高速回転をします。 

[?] 外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しない) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

—インタフエースケーブルや電源コードが確実に接続されていることを確認し 
てください。また接続順序が正しいかどラか確認してください。 

n ドライバをインスI-ールしていますか？ 

一 接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

n オプションボードの設定を間違えていませんか？ 

一 pci デバイスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設定が必要なものもあります。詳しくはボードに添付の 
説明書を参照して正しく設定してください。 

ー シリアルポートや USB ポートに接続しているデバイスについては、 l /〇ポート 
アドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デバイスに添付の説 
明書を参照して正しく設定してください。 

[?] キーボードやマウスが正しく機能しない 


n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

— 本体前面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認してください。 

一 本体の電源が ON になっている間に接続すると正しく機能しません （USB デバ 
イスを除く）。いったん本体の電源を〇 FR こしてから正しく接続してください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

一 BIOS セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更することができ 
ます。 BIOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

n ドライバをインスI-ールしていますか？ 

— 使用している os に添付の説明書を参照してキーボードやマウスのドライバが 
インストールされていることを確認してください（これらは〇 S のインストー 
ルの際に標準でインス!'''ールされます）。また、〇 S によってはキーボードやマ 
ウスの設定を変更できる場合があります。使用している〇 S に添付の説明書を 
参照して正しく設定されているかどラか確認してください。 
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[?] フロッピーディスクにアクセス（読み込み、または書き込みが）できない 

n フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットしていますか？ 

— フロッピーディスクドライブに「カチッ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ー フロッピーディスクのライトプ□テクトスイッチのノッチを「書き込み可」 

にセットしてください。 

□ フォーマットしていますが9 

— フォーマット済みのフロッピーディスクを使用するか、セットしたフ□ッ 
ピーディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、 
〇 s に添付の説明書を参照してください。 

[?] CD-ROM にアクセスできない • 正しく再生できない 

□ 本装置で使用できる CD-ROM ですか？ 

一 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

— Macintosh 専用の CD-R 〇 M は使用できません。 

[?] 正しい CD-ROM を挿入したのに以下のメッセージが表示される 


CD - ROM が挿入されていないか、誤った 
CD - ROM が挿入されています。 

正しい CD - ROM を挿入してください。 


〇 K 


n CD-R 〇 M のデータ面が汚れていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

一 DVD-ROM ドライブから CD-ROM を取り出し、よごれや傷などがないことを 
確認してから、再度 CD-ROM をセットし、[〇 K] をクリックしてください。 

[?] 八ードディスクドライブにアクセスできない 

n 本体で使用できるハードディスクドライブですか？ 

- 弊社が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

n ハードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？ 

- ハードディスクドライブの取り付け状態やケーブルの接続状態を確認してく 
ださい。また、八ードディスクドライブを固定するネジは八ードディスクド 
ライブに添付されているネジを使用してください。 
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[?] DISK アクセスランプが緑色に点灯する 

n ディスクアレイコント□ーラ実装時ですか？ 

ー パト□—ルリードが動作中です。 N 8103-116/117 実装時においては、パト 
□ールリードが常に「有効」になっていますので、繰り返し動作し続けます。 
パト□ールリード動作中は、 HDD のアクセス LED は下記となります。 

SAS HDD 搭載時 • • • 緑点滅 
SATA HDD 搭■時 • • • 緑点灯 

なお 、 SATA 搭載時は常に点灯しているように見えますが、性能低下は 

ありません。 

n 上記以外の場合 

ー ハードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に点灯します。この 
ランプの橙色表示は故障を意味するものではありません。 

[?] os を起動できなし、 

n フロッピーディスクをセットしていませんか？ 

— フロッピーディスクを取り出して再起動してください。 

□「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットしていませんか？ 

— rEXPRESSBUILDERJ DVD を取リ出して再起動してください。 

[?] ネットワーク上で認識されなし、 

n ケーブルを接続していますか？ 

— 本体前面にあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフェースの規格に準拠したものであるこ 
とを確認してください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

一 BIOS セットアップユーティリティで内蔵のネットワークコント□ー ラを無効 
にすることができます。 BIOS セットアップユーティリティで設定を確認して 
ください。 

n プロトコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一 本体ネットワークコント□—ラ用のネットワークドライバをインストールし 
てください。また、 TCP / IP などのプロトコルのセットアップや各種サービス 
が確実に設定されていることを確認してください。 

n 転送速度の設定を間違えていませんか？ 

一 本体に標準装備の内蔵ネットワークコントローラは、転送速度が1000 Mbps 、 
100 Mbps と 10 Mbps のネットワークでも使用することができます。この転送 
速度の切り替えまたは設定は〇 S 上から行えますが、「自動検出」という機能は 
使用せず、1000 Mbps 、 100 Mbps または10 Mbps のいずれかに設定してくだ 
さい。 

また、接続しているハブと転送速度やデュブレックスモードが同じであるこ 
とを確認してください。 
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[?] スタンバイ状態から Wake on LAN が動作しなしへ 

—次の設定を確認してください。 

— ハブ設定は Auto - Negotiation にしてください。 

- クライアント側は Auto - Negotiation / 最適速度設定にしてください。 

* ハブ/クライアント共に100 0 M 固定設定ではスタンバイ状態から 
Wake on LAN ができません。 


Windows について 


[?] Windows Server 2008 のインス I " ールを行うと、以下のようなシステムイベントロ 

グが登録される場合がある _ 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


5 

storflt 

警告 

The Virtual Storage Filter Driver is disabled through the registry . 

It is inactive for all disk drives . 

134 

Microsoft - Windows - Time-Service 

警告 

, time . windows . com ,0 x 9 , での DNS 解決エラーのため 、 NtpCIient で夕 
イムソースとして使う手動ピアを設定できませんでした。 

15分後に再試行し、それ以降は再試行間隔を2倍にします。 

エラー： Hote inconnu . (0 x 80072 AF 9) 

263 

PlugPlayManager 

警告 

サービス ' ShellHWDetection ' は停止する前に、デバイスイベント通知 
の登録解除を行っていない可能性があります。 

7000 

Service Control Manager 

エラー 

Parallel port driver サービスを、次の エラーが 原因で開始できませんで 
した： 1 指定されたサービスは無効であるか、または有効なデバイスが関 
連付けられていないため、開始できません。 

15016 

Microsoft - Windows-HttpEvent 

エラー 

サーバー側認証用のセキュリティパッケージ Kerberos を初期化でき 
ません。データフィールドにはエラー番号が格納されています。 


システム運用上、問題ありません。 
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[?] Windows Server 2008 のインス I " ールを行うと、以下のようなアプリケーションイ 

ベント□グが登録される場合がある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


ィベント D 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


ィベント D 

ソース 

種類 

説明 

イベント D 

ソース 

種類 

説明 


63 

Microsoft - Windows-WMI 

警告 

プ□バイダ Ncs 2 は LocalSystem アカウントを使うために Windows 
Management Instrumentation 名前空間 Root ¥ lntelNCS 2 に登録され 
ました。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'がユーザー要求 
を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性がありま 
す0 


プ□バイダ IntelEthernetDiag は LocalSystem アカウントを使うため 
に Windows Management Instrumentation 名前空間 Root ¥ CIMv 2 に 
登録されました。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'がユー 
ザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性 
があります。 

プ□パイタ' WmiPerfClass は LocalSystem アカウントを使うために 
Windows Management Instrumentation 名前空間 root ¥ cimv 2 に登 
録されました。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'がユーザー 
要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があ 
ります。 

1020 

EvntAgnt 

エラー 

レジストリ パラメータの 処理中に エラーが 発生しました。 

拡張エージエントは終了中です。 

1054 

Security - Licensing-SLC 

警告 

コンポーネントエラーです。 h 「=0 x 80049 E 00, [4, 3] 

2019 

EvntAgnt 

エラー 

SNMP Event Log Extension Agent が正しく初期化されませんでし 
た。 


3001 

EvntAgnt 

警告 

ログファイルは末尾に配置されませんでした。 

3003 

EvntAgnt 

警告 

ログファイルの終わりの配置エラー 

一番古い□グレコードを取得できません。指定されたハンドルは 
17891340です。 

GetOldestEventLogRecord からのリターンコードは223です。 


— システム運用上、問題ありません。 









運用•保守編 301 


イベント 

ソース 

種類 

説明 

イベント 

ソース 

種類 

説明 

イベント 

ソース 

種類 

説明 


ID :11 

: iANSMiniport 
:警告 

:次のアダプタリンクは接続されていません。 

Intel ( R ) 〜 

ID :13 

: iANSMiniport 
:警告 

: Intel ( R ) 〜がチームで無効化されました。 

ID :16 

: iANSMiniport 
:なし 

:[チーム名]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接 
続が失われました。 

ID : 22 

: iANSMiniport 
:警告 
:なし 

:プライマリアタブタはプローブを検出しませんでした。 Intel ⑻〜原 
因でチームが分割されている可能性があります。 

ネットワークアダプタでチームを設定をした場合、システム起動時に上記のイべ 
ントログが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 


[?] Windows Server 2008のインス I ルを行うと、次のイベントがシステムイベント 

ログに記録される場合がある _ 


イベント D 

ソース 

説明 


VDS 動的なプロパイタ' 

ドライバからの通知を格納するが、プ□パイタ'に失敗しました。 

仮想ディスクサービスを再起動する必要があります。 hr = 80042505 
—詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照ください。 
http://support.microsoft.com/kb/948275/ja 

[?] Windows Server 2008のインス I ^ールを行うと、次のイベントがシステムイベント 

ログに記録される場合がある 

ソース : Mic 「 osoft-\A/indows-Secu 「 ity-Licensing-SLC 

種類 ：警告 

イベント D :1021 

説明 ： SLUINotify サービスを開始できませんでした。 h 「=0 x 80070424 

— ライセンス認証画面より、ライセンス認証を行ってください。 

ソース : Microsoft-Windows-User Profiles Service 

種類 ：警告 

イベント D :1534 

説明 ：コンポーネント ^ eEAlC ^ Ugsg - AeVf - BESB - AZATOVCABSEA } の 

イベント Create のプロファイル通知は失敗しました。 

エラーコードは -2147023591 です。 

- □グオン時一度登録される場合がありますが、システム運用上問題ありません。 


ラー、および警告が記録される場合がある 


[?] Windows 2008のシステム起動時に、システムイベントログに次のような内容のエ 


ンス 

ベ I 類類明 

イソ種分説 
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[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを行うと、以下のようなイべ 

ント□グが登録される場合がある 

ソース ： LoadPerf 

種類 ：エラー 

イベント ID : 3009 

説明 ：サービス C:¥WINDOWS¥syswow64¥ipsecp 「 f.ini 

(C:¥WINDOWS¥syswow64¥ipsecprf.ini) のパフォーマンスカウン 
夕の文字列をインストールできませんでした。エラーコードはデータ 
セクションの最初の DWORD です。 

ー システム運用上、問題ありません。 


[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインス I ルを行うと、以下のようなイべ 

ント□グが登録される場合がある 

ソース ： DCOM 

種類 ：エラー 

イベント ID :10016 

説明 ：コンピュータ既定権限の設定では、 CLSID {555F3418-D99E-4E51- 

800A-6E89CFD8B1D7} をもつ COM サーバーアプリケーションに対 
する□一カルアクティブ化アクセス許可をユーザー NT 
AUTHORITY¥LOCAL SERVICE SID (S-1-5-19) に与えることはでき 
ません。このセキュリティのアクセス許可は、コンポーネントサービ 
ス管理 ツールを 使って変更できます。 

—システム運用上、問題ありません。 


[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインス I ^ールを行うと、以下のようなイべ 

ント□グが登録される場合がある 


ソース 

種類 

イベント D 
説明 


WinMgmt 

警告 

5603 

プロ バイタ 'Rsop Planning Mode Provider は WMI 名前空間 
「〇〇 t¥RS0P に登録されましたが、 HostingModel プロパティが指定さ 
れませんでした。このプロバイタ''は LocalSystem アカウントで実行さ 
れます。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'がユーザー要求 
を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性がありま 
す。プ□パイタ'のセキュリティの動作を確認し、プ□パイタ'登録の 
HostingModel プ□パティを、必要な機能が実行可能な最小限の権限を 
持つアカウントに更新してください。 


システム運用上、問題ありません。 
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[?j Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを行 1 つと、以下のよつなイへ 

ント□グが登録される場合がある 


WinMgmt 


ソース 

種類 



イベント D 
説明 


プ□バイダ HiPe 「 fCooke 「_ v 1 は LocalSystem アカウントを使うため 


に WMI 名前空間 Root ¥ WMI に登録されました。このアカウントには 
特権があり、プロバイタ'がユーザー要求を正しく偽装しない場合はセ 
キュリティ違反が起こる可能性があります。 

:プ□バイダ WMIProv は LocalSystem アカウントを使うために WMI 
名前空間 Root ¥ WMI に登録されました。このアカウントには特権があ 
り、プ□バイタ'がユーザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリ 
ティ違反が起こる可能性があります。 

— システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを行うと、以下のようなイべ 

ントログが登録される場合がある 

ソース : Service Control Manager 

種類 ：エラー 

イベント D : 7011 

説明 ： Dfs サービスからのトランザクション応答の待機中にタイムアウト 

(30 〇〇〇ミリ秒）になりました。 

—再起動後にこのイベントが登録されていない場合、問題ありません。 

[?] Windows の動作が不安定 

n システムのアップデートを行いましたか？ 

-〇 s をインス I -ールした後にネットワークドライバをインストールすると動作 
が不安定になることがあります。 

システムのアップデート手順は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されてい 
る各〇 S のインストレーションサプリメントガイドを参照してください。 

[?] Windows Server 2003 サービスパックを適用後、 Windows Server 2003 R 2 

DISC 2をインス I ^ールした 

ー サービスパックを再適用してください。なお 、 Windows Server 2003 R 2 
DISC 2をインストール後に一度でもサービスパックを適用している場合は、 
サービスパックを再適用する必要はありません。 


* インス!-ール時の適用順序が不明な場合は、サービスパック再適用を推奨 
します。 
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[?] Windows Server 2003 R 2 の運 用中、以下 のようなイベント□グが登録される場合がある 


ソース 


IPMIDRV 


種類 

イベント ID 
説明 


エラー 

1001 

IPMI デバイスドライバは 、 IPMI BMC デバイスがシステムでサポート 
されているかどうか判断しようとしました。このドライバは 、 SMBIOS 
の Type 38 レコードを検索できることで IPMI BMC を検出しようとし 
ましたが、レコードが見つからないか、レコードにデバイスドライバ 
のパージョンとの互換性がありませんでした。 SMBIOS の Type 38レ 
コードが見つかっている場合は、イベントの Dump Date フィールドに 
このレコ ー ドがバイナリ表示されます。 


-Windows Server 2003 R 2 において提供されている「ハードウエアの管理」 
を利用している場合、上記のイベントログが登録されます。 

詳細な内容については、下記の 「Windows Server 2003 R 2 で提供される 
「ハードウェアの管理」利用の手引き」を参照してください。 


http://suppo 「 t.exp 「 ess.nec.co.jp/ca 「 e/techinfo/\A/2k3 「 2_\A/m.pdT 

[?] 以王のメッセージが表示され□グインできなくなった 


Windows 製品のライセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 
手続きが完了するまでログオンすることはできません。 

今すぐ手続きを実行しますが？ 

コンピュータをシャットダウンするには[キャンセル]をクリックしてく 
ださい。 

[はし、 （ Y)j I いい ; l ( N )] p ヤンセル I 


□ Windows 製品のライセンス認証手続きを完了していますか？ 

— Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了 
しないまま使用していると、上記のメッセージが表示されます。[はい]を選ん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 

[?] Windows Server 2003の運用中、イベントビユーアに下記内容の EvntAgnt の警告 

が登録される場合がある 

イベント D : 1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースファイルはです。 

イベント D : 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは32です。 

-システム運用上、問題ありません。 
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16 

iANSMiniport 

エラー 
なし 

[チーム名]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接 
続が失われました。 


イベント D 

ソース 


22 

iANSMiniport 


種類 ：警告 

分類 ：なし 

説明 ：プライマリアダプタはプローブを検出しませんでした。 

Intel ⑻〜原因でチームが分割されている可能性があります。 

- ネットワークアダプタでチームを設定をした場合、システム起動時に上記のイべ 
ントログが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 

[?] Windows のインストールを正しくできない 

n インストール時の注意事項を確認していますか？ 

— Windows Server 2003は60ページ（またはオンラインドキュメント）を参照 
してください。 

[?] Windows のインス I "ール中、イベントビューアのシステムログに次のような内容の警 

告が記録される 


ベージング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRomO 上でエラーが検出されました。 


[?] Windows 2003のシステム起動時に、システムイベント□グに次のような内容のエ 

ラー、および警告が記録される場合がある. 


ィベント D 

ソース 

種類 

分類 

説明 

ィベント D 

ソース 

種類 

分類 

説明 


11 

iANSMiniport 

警告 

なし 

次のアダプタリンクは接続されていません。 
Intel ( R ) 〜 

13 

iANSMiniport 

警告 

なし 

Intel ( R ) 〜がチームで無効化されました。 


ID 

卜 

ンス 

ぺ I 類類明 
イソ種分説 


— システムの運用上、問題ありません。 
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[?] Windows のインス!^ール中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化けした 

メッセージが表示され、インス!^ールが続行できない 

□ 複数のハードディスクドライブを接続したり、 RAID コント□ーラ配下に複数の論 
理ドライブを作成してインストールを行っていませんか？ 

一 〇 S をインス I ルするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライ 
ブをいったん取り外した状態でインストールを行ってください。 

一 RAID コント ローラ 配下のディスクにインストールする場合は、論理ドライブ 
を複数作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってください。複数の論 
理ドライブを作成する場合は、インストール完了後、 RAID システムのコン 
フィ グレーシヨン ユー ティリティを使用して追加作成してください。 

[?] Windows のインス I ^ール中、イベントビユーアのシステムログに以下の□グが出力さ 

れる 


サーパはトランスポート ¥Device¥Ne®T_Tcpip_{..... }にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じ名前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥Device¥NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 


ー ネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題あり 
ません。 

[?] Windows のインス I ル後にデバイスマネージャで日本語106/109キーポードが英 

語101/ I 02キーポードと認識される 

ー デバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていますが、 

キーボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。 
日本語106/109キーボードに変更したいときは、以下の手順で変更してくだ 
さい。 

(1) [スタートメニュー]から[設定]を選択し、[コントロールパネル]を起動する。 

(2) [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]をク 
リックする。 

(3) [キーボード]をクリックし、以下のプロパティを開く。 

101/102英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 

(4) [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既知のドラ 
イパを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

(5) 「このデバイスクラスのハードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS /2 
キーボード （106/109 キ ー） を選択して[次へ]をクリックする。 

(6) ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

(7) 以下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行する。 


2£J 


—夕が不安定になったり、完全に助作あ0ます。このドライパ®インストールを梡行しますか？ 


謚^^ 

f tt ぃ⑦ |1 u -m — | 
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[?] Windows の動作が不安定 


n システムのアップデートを行いましたか？ 

— 〇 s をインストールした後にネットワークドライバをインストールすると動作 
が不安定になることがあります。システムをアップデートしてください。 

[?] STOP エラーが発生した時、「自動的に再起動する」の設定で、設定どおりに動作しない 

一 障害発生時に「自動的に再起動する」の設定にかかわらず、自動的に再起動 
する場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起 
動してください。また、この現象発生時に画面に青い縦線が入るなど、画面 
が乱れる場合があります。 

[?] ブルー画面 （ STOP エラー画面）で電源 OFF ができない 

— ブルー画面で電源を〇 FF にする時は、強制電源〇 FF ( P 0 WER スイッチを4秒間 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は〇 FF になりません。 

[?] バックアップ媒体からシステムをリストア後、動作がおかしい 

一 EXPRESSBUILDER を使ってシステムをアップデートしてください （86 ベー 
ジ参照)。 


[?] Telnet サービスがインス!ルされていない. 


— コンピュータ名を14文字以下にして、 < Telnet サービスのインストール手順> 
に従って Telnet サービスをインストールしてください。 

<Telnet サービスのインストール手順> 

(1) スタートメニューから[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

(2) [名前]ボックスに 「 tlntsw / service 」 と入力し、[〇 K ] をクリックする。 

(3) スタートメニューから[コント□—ルパネル]-[管理ツール]-[サービス]を開き、 
サービスの一覧に Telnet サービスが登録されていることを確認する。 

* Telnet サービスのインストール後は、コンピュータ名を15文字以上に設定して 
も問題ありません。 

[?] リモート Power 0 N /0 FF(Wake On LAN ) が機能しなし、 

一 AC 〇 N 直後は、リモー hPower 〇 N /0 FF 機能 (Wake 〇门 LAN ) は使用できませ 
ん。一旦 、 Windows 2003を起動し、以下の設定を行ないシャットタ'ウンし 
てください。その後は 、 AC 〇 FF しない限り、リモート Power 〇 N /0 FF 機能を 
利用できます。 

[スタート]—[管理ツール] — [コンピュータの管理]からデバイスマネージャ 
を選択し、ネットワークアダプタ配下の Intel ( R ) PRO/IOOOEB Network 
Connection with I/O Aceleration # n をタブルクリックし、[詳細設定]のタブ 
から以下を選択してください。 

PME をオンにする：[オン] 

Wake On 設定 ： [Magic Packet ] 
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[?] /3 GB スイッチ使用時、 0 S が起動しなし、 

一 /3 GB スイッチ使用時、〇 S が起動しなくなる場合があります。 

その場合は以下の URL を参照し、 /userva スイッチを使用してユーザーモード 
の領域を適切な値に調整してください。 

http :// support . microsoft . com / kb /316739 /ja 

[?] システム時刻がずれる. 


— NTP (Network Time Protocol ) サーバなど時刻を調整するサーバを利用しな 
い場合、実時刻に対してシステム時刻がずれることがあります。この場合は、 
NTP サーバを利用するか、 Windows Time サービスを無効に設定してくださ 
い0 
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EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER から起動できない場合は、次の点について確認してください。 

□ POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

— POST を実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しないと エラー メッ 
セージが表示されたり、〇 S が起動したりします。 

n bios のセットアップを間違えていませんか？ 

一 BIOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順序を設定するこ 
とができます。 BIOS セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよラ順序を変更してください。 

<確認するメニュー： 「 Boot 」 > 

□ Boot selection 画面で『〇 s installation *** default ***』 を選択した場合に以下のよ 
ラなメッセージが表示されます。 

メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

EXPRESSBUILDER は、このコンピュータを動作対象としていません。 
正しいバージョンをセットして 「 OK 」 ボタンを押してください。 

(「 OK 」 ボタンを押すと再起動します） 

EXPRESSBUILDER の対象装置では 
ありません。 

対象装置で実行してください。 

マザーボード上のハードウエアに関する情報を取得できませんでした。 
対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

( roK 」 ボタンを押すと再起動します） 

マザーボード交換時など、 
EXPRESSBUILDER が装置固有情報 
を見つけられない場合に表示されま 
す。 

マザーボード上のハードウエアに関する情報が不正です。 

対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

(マザーボード交換直後にこのエラーが出たときは 、 「Maintenance 

UtillityJ を使ってハードウエアの情報を正しく設定してください） 
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シームレスセットアップについて 

く Windows 〉 

[?] ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインス I ^ールされている 

一 LAN ケーブルが接続されていなかった場合、ドメイン参加設定ではなく、 
ワークグループ設定でインストールされます。〇 S 起動後に、ドメイン参力□を 
行ってください。 

[?] シームレスセットアップ中、外付け八ードディスクドライブの中身が消去された 

n 〇 s をインス I —ルするハード ディ スクドライブ以外のハード ディ スクドライブを 

接続していませんか？ 

一 〇 s をインス I -ールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライ 
ブを取り外し、シームレスセットアップを行ってください。 

[?] ネットワークの接続名が 『Local Area Connection 』 になっている 

— シームレス セットアップの仕様です。 

ネットワーク接続名を変更する場合は、シームレスセットアップ完了後に実 
施してください。 

[?] HDD の先頭に未使用領域がある 

□ インストールした〇 S は Windows Server 2003ですか？ 

一 Windows Server 2003でシームレスセットアップを実行した場合、 HDD の先 
頭 8 MB が未使用領域となる場合がありますが、システム運用上、問題ありま 
せん。 

[?] プ□ダクトキニを入力するタイミングがない 


□ Windows Server 2008の場合 

ー バックアップ DVD - R 〇 M を使用してインストールする場合、プロダクトキーの 
入力は必要ありません。バックアップ DVD - R 〇 M 以外の〇 S DVD - R 〇 M を使用 
している場合は、プロダクトキーの入力画面が、 “ OS セットアップ中”および 
“〇 S インストール後に表示される[マイクロソフトソフトウェアライセンス条 
項]前”に2回表示されますのでメッセージに従ってプ□ダクトキーを入力し 
てください。 

□ Windows Server 2003の場合 

ー バックアップ CD - ROM を使用してインストールする場合、プロダクトキーの 
入力は必要ありません。バックアップ CD - ROM 以外の〇 S CD - ROM を使用し 
ている場合は、プ□ダクトキーの入力画面が OS セットアップ中に表示されま 
すのでメッセージに従ってプロダクトキーを入力してください。 
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[?] Windows Server 2008をシームレスセットアップで MS をインス I "ールした場合、 

以下の機能がインストールされている 

□ Windows プ□セスアクティブ化サービス 

- プ□セスモデル 

- 構成 API 

n リモートサーバ管理ツール 

- 役割管理ツール 

- Web サーバ ( IIS ) ツール 

一 IIS の基本機能をインストールする場合は、上記の機能をインストールする必 
要があるため、有効になります。 

< Linux > 

[?] シームレスセットアップ • インス I "ールキーが、どこに記載されているか見つからない 

— Linux サービスセツト同梱の「はじめにお読みください」に記載されていま 
す0 


[? j 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server」 、 「Red Hat Enterprise Linux ES 4 」の 

インストールディスク （「Red Hat Enterprise Linux 5.2 Server ( x 86) Install 

Disc 1 〜 5 丄など)が Linux サービスセツトの屯に息つからない 


一 BTO (工場組み込み出荷)時には、インス I -ールディスクが IS 〇イメージとして 
Linux Recovery パーティションに格納されています。シームレスセットアッ 
プで「ハードディスクからのインストール」を選択し再インストールする場 
合は、格納されている IS 〇イメージを使用するため、インストールディスクの 
作成の手間が省けます。 

インストールディスクの入手方法は 、 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server イ 
ンストレーションサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 
インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 

「Linux メディアキット」を購入されたお客様は、インストールディスクが同 
梱されていますので、そちらをご利用ください。 

[?] BT 0 (工場組み込み出荷)時の八ードディスクに不明なノ（ーティション(タイプ vfat ) が 

確保されている 

□ Linux を BTO (工場組み込み出荷)で購入された場合、 Linux の再インストール用に 
Linux Recovery パーティション(約 5 GB ) が確保されています。 

Linux Recovery パーティションには、再インス I ルに必要なインストールディ 
スクの IS 〇イメージやドライバ、アプリケーションなどが格納されています。 

— システム運用時に Linux Recovery パーティションが必要ない場合 、 Linux 
Recovery パーティションを削除することができます。再インス I -ール時に必 
要になった場合には、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD から Linux Recovery パー 
ティションを作成することができます。 なお 、 Linux Recovery パーティショ 
ンを作成するにはインス I -ールディスクが必要です。 

[?] 既存の Linux のノ（ーティションを残したままシームレスセットアップできない 

— シームレスセットアップでは、再インストールを対象にしています。そのた 
め、既存の Linux パーティションを残したまま再インストールはできません。 
必要なデータをバックアップし、シームレスセットアップを行ってください。 
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[?] BTO (工場組み込み出荷)時以外のノ（ーティション構成でシームレスセットアップできな 

n シームレスセットアップでは、パーティションレイアウトとして 「 BTO (工場組み 
込み出荷)時パターン1〜3および「手動で設定する」を選択することができます。 

— シームレスセットアップ時に BTO (工場組み込み出荷)時以外のパーティション 
構成でインストールするには、 STEP ? (114 ページの手順10を参照）の[パー 
ティション • パッケージの設定]画面で「手動で設定する」を選択してくださ 
し、その後、画面の指示に従い操作を行い、インス!-ール開始後表示される 
Linux の標準インス I ラのパーティション設定画面(テキストモード)でパー 
ティションを設定してください。 

[?] Linux Recovery パーティシヨンをインストール時に削除できない 

—シームレスセットアップの STEP 6 (113 ページの手順9を参照）の[インス 
卜ール方法の選択]画面で 「 CD / DVD からのインストール」を選択するか、マ 
ニュアルセットアップでインス I -ールしてください。 

[?] シームレスセットアップ時にインス I ルされるパッケージを知りたしへ 

—シームレスセットアップでは、 BTO (工場組み込み出荷)時と同じパッケージ構 
成でインストールされます。 

BT 〇(工場組み込み出荷)時にインストールされるパッケージは 、 「Red Hat 
Enterprise Linux 5 Server インストレーションサプリメントガイド」または 
「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーションサプリメントガイド」を参 
照してください。 

またはパッケージの選択画面 （114 ページの手順10を参照）で「こちら」をク 
リックすると 、 BTO (工場組み込み出荷）時のパッケージー覧が表示されま 
す。 

[?] シームレスセットアップで[実行する]ポタンをクリックし、再起動画面で再起動すると 

Linux 標準インストーラが起動し言語やキーポード設定を求められる 

— インストールディスクの1枚目を挿入したまま再起動したためです。シームレ 
スセットアップの[実行する]ボタンをクリック後、最初の再起動時にはすベて 
の CD / DVD およびフロッピーディスクを取り出して再起動してください。 
すべての CD / DVD およびフロッピーディスクを取り出して再起動しても、言 
語やキーボードの設定画面になる場合は、「セットアップ前の確認事項につい 
て」 （108 ページ)を参照し、シームレスセットアップが可能なハードウエア構 
成になっているかを確認してください。 

[?] シームレスセットアップで[実行する]ポタンをクリックし、再起動画面で再起動すると 

Linux 標準インストーラが起動しない 


— rEXPESSBUILDERJ DVD またはフロッピーディスクが挿入されたまま再起動 
された可能性があります。シームレスセットアップの[実行する]ボタンをク 
リック後、最初の再起動時にはすベての CD / DVD およびフロッピーディスク 
を取り出して再起動してください。 

すべての CD / DVD およびフロッピーディスクを取り出して再起動しても、 
Linux 標準インス I ラが起動しない場合、オプションボードなどにハード 
ディスクが接続され、ブートするハードディスクが BTO (工場組み込み出荷)時 
と異なる可能性があります。 

BTO (工場組み込み出荷)時と同じ構成に戻し、再度シームレスセットアップを 
行ってください。 










運用.保守編 313 


[? j ソームレスセットノノップでインストール時に 、 「Do you have a driver disk ?」 といつ 

メッセージが表示される 

— Linux 用ドライバディスクを要求するメッセージです。事前に Linux 用ドライバ 
ディスクを用意し、上記メッセージが表示された場合 Linux 用ドライバディス 
クを揷入しインストールを継続してください。 

「 EXPRESSBUILDER 」 のトップメニューの 「Linux 用ドライバディスクを作成 
する」で作成するか、シームレスセットアップ中に Linux 用ドライバディスク 
を作成することができます。または、「オートランで起動するメニュー」 (250 
ページ）から作成することもできます。 

[?] シームレスセットアップでインス!^ール時に、 「 cd が見つかりません。」または 「cd 

Not Found 」 というメッセージが表示される 

— インストールディスクを要求するメッセージです。 

インストールディスクの1枚目を挿入し、インス I -ールを継続してください。 

[?] シームレスセットアップでインス!^ール後、次のような現象が発生する 

1 . X Window System が起動しない ( startx コマンドが異常終了する） 

2. コンソール端末に表示されるメッセージが文字化けする 

3. X Window System は起動するが、キーポード設定が英字配列になっている 

4. ネットワーク設定が行われていない 

— Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参 
照し、 Linux の初期導入設定を行ってください。 

[?] フロッピーディスクドライブの指定で “ sda ” を選択したが、エラーメッセージが表示 

される 


—〇 S が認識するフロッピーディスクドライブのデバイス名が “ sda ” と異なって 
いる可能性があります。他のデバイス(通常はリストの一番最後のデバイス名） 
を選択してください。 


[?] オプションの LAN ポードを増設して 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server」、「Red 

Hat Enterprise Linux ES 4」をインストールすると、本体装置の LAN ポートにケー 

ブルを接続し ethO 、 ethl を有効にしてもネットワーク接続ができない 

- オプションの LAN ボードを増設した場合、本体装置の LAN ボードに付与される 
デバイス名が変更される場合があります。本体装置の LAN ポートのデバイス名 
が変更されている場合、ケーブルの差し替え、またはネットワークの設定変更 
を行い、ネットワーク接続できることを確認してください。 
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オートランで起動するメニューについて 

[?] オンラインドキュメントが読めない 

□ Adobe Reader が正しくインス I ルされていますか？ 

ー オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

□ 使用している〇 S は、 WindowsXP SP 2 ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインドキュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に以下 
のよラな情報ノ \'一が表示されることがあります。 

「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください..」 

この場合以下の手順にてドキュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「ブロックされているコンテンツを許可」を選 
択する。 

「セキュリティの警告」ダイアログボックスが表示されます。 

(3) ダイアログボックスにて「はい」を選択する。 

[?] メニューが表示されない 

□ ご使用の〇 S は、 WindowsXP 以降、または Windows 2003以降ですか？ 

—本プログラムは、 Windows XP 以降または Windows 2003以降のオペレー 
ティングシステムにて動作させてください。 

一 Windows 2000の場合は、あらかじめ IE 6 .〇をインストールしてください。 

— Windows 2008 Server Core 環境には対応していません。 

n < Shift > キーを押していませんか？ 

一 く Shift > キーを押しながらディスクをセットすると、オートラン機能がキャン 
セルされます。 

n 〇 s の状態は問題ありませんか？ 

—レジストリ設定やディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのよラな場合は、エクスプローラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした DVD ドライブのアイコンをダブルク 
リックしてください。 

[?] メニュー項目がグレイアウトされている 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一 実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 
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[?j "Can not open the Autorun menu ■"といつエフーか表爪され々 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

— 本プログラムは、日本語パージョンのオペレーティングシステムにて動作さ 
せてください。 


ExpressPicnic について 

[?] ExpressPicnic が起動できなし、 

— ExpressPicnic は、 「 Microsoft ® HTML Application host 」 で実行する必要が 
あります。起動しない場合は、下記の手順で 「 Microsoft ® HTML 
Application host 」 の関連付けを行ってください。 

(1) Windows のスタートメニューから[ファイル名を指定して実行]を選択す 
る。 

(2) % windir %¥ system 32¥ mshta.exe /register と入力する 0 


ESMPRO について 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）_について 


- 5忝付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / 

ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」でトラブルの回避 
方法やその他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerAgent ( LJnux 版）について 


-$忝付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインドキュメント 「 ESMPR 〇/ 
ServerAgent ( Linux 版） ユーザー ズガイド」、 「 ESMPRO/ServerAgent 
( Linux 版）インストレーシヨンガイド」で詳しい使い方やその他の補足説玥 
が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerManager について 

— 5添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / 

36「ソ6「1\/|311396「インス トレーシヨ ンガイド」 でトラブルの回避方法やその他 
の補足説明が記載されています。参照してください。 
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情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

[?] .NET Framework Version 2.0 以降のインス!"ール時に、情報提供ツール 「 NEC か 

らのお知らせ」を終了させる旨のメッセージが表示される 

— 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインス!ルしている環境で . NET 
Framework Version 2.0 以降をインストールする場合、事前に情報提供ツー 
ル 「 NEC からのお知らせ」を終了させる必要があります。情報提供ツール 
「 NEC からのお知らせ」を終了させた後、改めて . NET Framework のインス 
卜ールを開始してください 。 .NET Framework インス!ル終了後、情報提 
供ツール 「 NEC からのお知らせ」を起動させてください。修復 • 削除時も同 
様です。 


@7イル使用中 


セットアップを続行す S 前に、以下のアブリケーンョンを閉じて繼、。 

NEC 漏獅せ . 


[ +ヤン乜ルぬ 〉 ]I simtR ) ] 口 


【情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」終了手順】 

(1) デスクトップに表示されている次の画面をクリックする。 


NBD からのお知らせ 

安+こをウリ_的?して内容をご確思くだ;?い 

、 _ ン 

(2) 次の画面が表示されたら[キャンセル]をクリックする。 
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以下のメッセージが表示される場合がありますが、[キャンセル]をクリツ 
クしてください。 



(3) 次の画面が表示されたら[いいえ]をクリックする。 


一週間後(こ再度お知らせを表示しま寸か？ 

«プロゲラムメニ：か brNEG からのお知らせ J を起るこヒでも、お知らせを裏示 t るこヒがで 




画面右下のタスクトレイに情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアイコン 
のみ表示されている場合は、アイコンをクリックして手順2、手順3を実施して 
ください。 


以上で、【情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」終了手順】は完了です。 

.NET Framework Version 2.0 以降のインストール後や修正 • 削除後、スター 
トメニューから[プログラム]をポイントし、 [ NEC からのお知らせ]から 
[ NEC からのお知らせ]をクリックし、再度情報提供ツール 「 NEC からのお知 
6せ」の実行、設定を実施してください。 
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RAID システム、 RAID コント□ーラについて 

RAID システムを構成している本体装置がうまく動作しないときや、管理ユーティリティが正 

しく機能しないときは次の点について確認してください。また、該当する項目があったとき 

は、処理方法に従った操作をしてください。 

[?] 0 S をインス I ^ールできない 

□ RAID コント□ーラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

一 RAID コンフィグレーションユーティリティ (LSI Software RAID 

Configuration Utility や WebBIOS ) を使って正しくコンフィグレーションして 
ください。 

[?] 0 S を起動できな し、 

□ RAID コントローラの BIOS 設定が変更されていませんか？ 

— RAID コンフィグレーションユーティリティ (LSI Software RAID 
Configuration Utility や WebBIOS ) を使って正しく設定してください。 

□ POST で RAID コントローラを認識していますか？ 

一 RAID コントローラが正しく接続されていることを認識してから電源を on にし 
てください。 

一 正しく接続していても認識されない場合は 、 RAID コン ト ローラの 故障が考え 
6れます。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連 
絡してください。 

[?] リビルドができなし、 

n リビルドするハードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

一 故障したハードディスクドライブと同じ容量のハードディスクドライブを使 
用してください。 

n 論理ドライブが、 RAID 0 ではありませんか？ 

— RAID 0 には冗長性がないため、リビルドはできません。故障したハードディ 
スクドライブを交換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、イニ 
シャライズを行ってからバックアップデータを使用して復旧してください。 

[?] オートリビルドができなし、 

n ハードディスクドライブを交換（ホットスワップ）するときに十分な時間をあけま 

したが9 

ー オートリビルドを機能させるためには、ハードディスクドライブを取り出し 
てから取り付けるまでの間に90秒以上の時間をあけてください。 

n 設定を間違えていませんか？ 

— LSI Software RAID Configuration Utility を使って、才ートリビルドの設定を 
確認してくださし、。 TOP メニュ—^ 「 Objects 」—「 Adapter 」— 

「Auto Rebuild 」 

* WebBIOS には才ートリビルドの設定はありません。 

[?] 八ードディスクドライブが Fail になった 


- 契約されている保守サービス会社または購入された販売店へ連絡してください。 
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[?] スタンバイ • 休止状態に移行できない 

— LSI Embedded MegaRAD ™ をご使用の場合、システム高負荷時に繰り返しス 
タンバイまたは休止状態への移行を実施した際に、スタンバイおよび休止状態 
へ移行できない場合があります。 

[?] Universal RAID Utility の物理デバイスの情報の一部が正しく表示されなし、 

一 LSI Embedded MegaRAD ™ をご使用の場合 、 Universal RAID Utility の物理 
デバイスの情報の一部が正しく表示されない場合があります。 





320 障害時の対処 


ヘルブ (H> 


プロパティ® 


ヒ ロ 5の新 UC、fc 示 (N> _ — 


|シス5 最新の借報に更新 (E) 
一 H のエクスポート (U.. 



□ヴファイルのコビーを作成します。 


万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を採取することができます。 


m 


イベントログの採取 

装置に起きたさまざまな事象（イベント）のログを採取します。 


1. コント□ールパネルから[管理ツール]—[イベントビユーア]をクリックする。 

2. 採取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーションログ]には起動していたアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティログ]にはセキュリティに関連するイベン 
卜が記録されています。[システムログ]には Windows のシステム構成要素で発生 
したイベントが記録されています。 

3. [操作]メニューの[□グファイルの名前を付けて保存]コマンドをクリックする。 


4. [ファイル名]ボックスに保存するアーカイブ□グファイルの名前を入力する。 

5. [ファイルの種類]リストボックスで保存する□グファイルの形式を選択し、 [0K] 
をクリックする。 


STOP エラーやシステムエラー、ストールが起きている場合はいつたん再起動 
してから作業を始めます。 


• 以降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員 
から情報採取の依頼があつたときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示す 
メッセージが表示されることがありますが、そのままシステムを起動し 
てください。途中でリセットし、もう一度起動すると、障害情報が正し 
く採取できません。 


障害情疆の採取 


幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸 4 W 
mmm'itm m m 惜牾惜 m'fi 
-iYKViYKVilX.KV.KV.KV.KV-KV-KVi 、 N I 一 


ななななななななななななななななな►一 


rE: 一 LE: 
0000 00000 

1111 J== 
iceiceiceicesvcsvc^cntlorltlontloTOiceiceiceiceice 
1111 DfsDfsIpse Ipse eveeveUSE lllll 



:41:41:41:41:20:20:17:51:05:05:08:05:51:51:46:46:44 
15:2915:2915:2915:2915:2915:2915:2915:2715:2815:2815:3815:3815:3715:3715:3715:3714:48 

1/181/181/181/181/181/181/181/181/181/181/101/101/101/101/101/101/10: 

003/003/003/003/003/003/g003/003/003/i 1003/003/003/1 
2222222222222222 


詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 
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構成情報の採取 

八ードウエア構成や内部設定情報などを採取します。 
情報の採取には「診断プログラム」を使用します。 


_"〇 STOP エラーやシステムエラー、ストールが起きている場合はいったん再起動 
■to してから作業を始めます。 


1. スタートメニューから[ヘルプとサボート]をクリックする。 

2. ツールバーから[サボート]をクリックする。 

3. [関連項目]から[システムの詳細情報]をクリックする。 

4. [システムの詳細情報を表示する]をクリックする。 

5. [ファイル]メニューの[エクスポート]コマンドをクリックする。 

6. [ファイル名]ボックスに保存するファイルの名前を入力する。 

7. [保存]をクリックする。 

ユーザーモードプ□セスダンプ（ワトソン博士の診断情報）の採取 

アプリケーションエラーに関連する診断情報を採取します。 

詳しくは「導入編」の「ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法」 （96 ページ）を参照して 
ください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合は、 
ラベルに 「 NTBackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
し、診断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは「メモリダンプ（デバッグ情報）の設 
定 」 （Windows Server 2003は97ページ）を参照してください。 



• 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動 
作しているときに操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれがあ 
ります。 

• 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリが不足していることを示す 
メッセージが表示される場合がありますが、そのまま起動してくださ 
し、。途中でリセットして起動し直すと、データを正しくダンプできない 
場合があります。 
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システムの修復 


-Windows Server 2008の場合— 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、システム回復オプションを使用してシ 
ステムの修復を行ラことができます。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者 
のもと実施してください。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 

-Windows Server 2003 x 64 Editions , Windows Server 2003の場合- 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステムの 
修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者以外にはお勧めでき 
ません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 



• システムの修復後、必ずシステムをアップデートしてください。また、 
Windows の場合は、システムのアップデートに加え、各種ドライバを 
アップデートしてください。詳しくは 「EXPRESSBUILDER」DVD に 
格納されている各 0S のインストレーシヨンサプリメントガイドの「シ 
ステムのアップデート」、「ドライバのインストールと詳細設定」を参照 
してください。 

• 八ードディスクドライブが認識できない場合は、システムの修復はでき 
ません。 
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保守ッール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設定等を行うためのツールです。 


保守ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、本装置の順に電源を ON にします。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブへ 「EXPRESSBUILDER」DVD をセット 
します。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （<Ctrl> + く Alt〉 十く Delete〉 キーを押す） 
か、電源を OFF/ON して Express サーノ（を再起動します0 

光ディスクドライブから以下のよラなメニューが起動します。 


Tool menu (Normal mode ): 

□一カルコンソールでツールを使用 
する場合に選択します。 


Tool menu (Redirection moae ): 
コンソールレスでツールを使用する場 
合に選択します。 



メニューの初期選択は ros installation 」 となっています。 

Boot selection メニュー表示後、10秒間操作が行われない場合は、 「0 s 
installation 」 が自動で起動します。 
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4. □—カルコンソールを使用する場合は 「Tool menu(Normal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択します 0 

以下に示す Language selection メニューを表示します。 



メニューの初期選択は 「 Japanese 」 となつています 0 

Language selection メニュー表示後、5秒間操作が行われない場合は、 

「 Japanese 」 が自動で起動します 0 

5. 「 Japanese 」 を選択します。 

「 Japanese 」 を選択すると次のツールメニューを表示します。 




6. 各ツールを選択し、起動します。 
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保守ツールの機能 


保守ツールでは以下の機能を実行できます。 


• Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPR 〇が起動できないよラな障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の確認ができます。 


• オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプ□グラムで 
Bfa す。オフライン保守ユーティリティを起動するとメニュー中にヘルプ 

(機能や操作方法を示す説明）がありますが、無理な操作をせずにオフ 
ライン保守ユーティリティの操作を熟知している保守サービス会社に連 
絡して、保守員の指示に従って操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます。 

- IPMI 情報の表示 

IPMKIntelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント ログ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定す 
ることができます。 

- BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

- システム情報の表示 

プロセッサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力 
したりします。 

- システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退避）をします。バックアップを行 
ラことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 


システム情報のバックアップ方法に ついては、 100ページで説明しています。 
なお、リストア（復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでくださし、。 


— システム マネージ メント機能 

BMC(Baseboard Management 〇〇咖〇把〇による通報機能や管理口〇からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行います。 









BIOS/FW Updating 


弊社 Web サイトの以下ページで配布される各種 BIOS/FW (ファームウエア）のアップ 
デートを使用して、本装置の BI 〇 S / FW をアップデートすることができます。 


[ PC サーバサホート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は、配布される「各種 BIOS / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 


謂"〇 BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
Ifa でください。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなく 
なります。 

ROM-DOS Startup FD 

ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


Test and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上で各種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を検査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プログラムが起動します。281ページを参照してシステム 
チェック用プログラムを操作してください。 

System Management 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。 

このメニューから起動する機能は 、 Maintenance Utility のシステムマネージメント機能 
から起動するものと同じです。 
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コンソールレス 


保守ツールは、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくても各種セットアッ 
プを管理用コンピュータ（管理 pc ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


• 本装置以外のコンピュータおよび他の Express 5800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレスでは 、 「Boot selection 」 メニュー中の 「Tool menu 
(Redirection mode )」 を選択して下さい。その他を選択しても管理 
PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 (COM B ) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「 DianaScope 」 オンラインドキュメントを参照してください。 


• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 

Ifaj いでください。光ディスクドライブが最初に起動するようになっていな 

いと使用できません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、操作する管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した「設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ずフロッピーディスクドライブに挿入しておく必 
要があります。「設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマ 
ネージメント機能や 、 DianaScope Configuration で作成することが 
できます。「設定情報ファイル」はフロッピーディスクのルートディレ 
クトリに必ず以下のファイル名で作成してください。 

<設定情報ファイル名>: CSL — LESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法以外の手段（電源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションが正常にできない場合 
があります。設定ファイルで再度設定を行ってください。 



BIOS 設定情報は以下の値にセットされます。 

• LAN Controller: [Enabled] 

• Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

• Serial Port A Interrupt: [IRQ 4] 

• Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: [2F8] 

• Serial Port B Interrupt: [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port: [Serial Port B] 

• Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


移動と保管 


本体を移動 • 保管するときは次の手順に従ってください C 



A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 


明をご覧ください。 

A 

• 

1人で持ち上げない 

• 

中途半端に取り付けない 

• 

指を挟まない 


• 

高温注意 


フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

ハードディスクドライブに保存されている大切なデータはノ《ックアップ 
をとっておいてください。 

ハードディスクドライブを内蔵している場合は八ードディスクドライブ 
に衝撃を与えないように注意して本体を移動させてください。 

再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-1 0° C 〜 55° C 、 湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


1. 本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

3. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

4. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと梱包する。 


警告 


A ③⑩ 

AA (S) C 













輸送後や保管後、装置を再び連用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所から暖かい場所に急に持 
ち込むと結露が発生し、そのまま使用すると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び連用する場合は、使用環境に十分なじませてから 
お使いください。 
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ユーザーサポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してくださ 
い。 


保証について 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を確認のラえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に連 
絡してください。 


W-O • NEC 製以外（サードパーティ）の製品、または NEC が認定していない 

Bto 装置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につ 

いては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本体に、製品の形式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格、製造業者名、 
製造国が明記された銘板が貼ってあります。，販売店にお問い合わせする 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の号機番号と保証書の保証番 
号が一致していませんと、保証期間内に故障した場合でも、保証を受け 
られないことがありますのでご確認ください。万一違う場合は、販売店 
にご連絡ください。 


銘板 
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修理に出される前に 


「故障かな？」と思ったら、以下の手順を行ってください。 

1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （284 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインストールされている 
ことを確認します。 

4. 市販のウィルス検出プログラムなどでサーバをチェックしてみてください。 

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 


_"〇 この装置は日本国内仕様のため、 NEC の海外拠点で修理することはできませ 
■ョ ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に出される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

□ 障害情報（320ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サー 
ビス会社から指示があったときのみ用意してください。） 

n 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後5年です。 
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保守サービスについて 


保守サービスは弊社の保守サービス会社、および弊社が認定した保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安心の上、ご都 
合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 

保守サービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくは 
この後の説明をご覧ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金は 
その都度精算する方式で、作業の内容によって異なります。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの詳 
細については、 PC サーバサポート情報 （ http :// suppo 「 t . exp 「 ess . nec . co . jp / pcse 「 ve 「/)」 を 
ご覧ください。 



• サービスを受けるためには事前の契約が必要です。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 
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情報 サービス について 


本製品に関するご質問 • ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 03-3455-5800 (代表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:0〇月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプレ 
ス通報サービス」の申し込みに関するご質問 • ご相談は「エクスプレス受付センター」でお受 
けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 01 20-22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 


[NEC コーポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 

製品情報やサボート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング（株）ホー厶ページ：メンテナンス、ソリューション、用品、 
施設工事などの情報をご紹介しています。 
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